
地方創生関連事業に関する実績検証資料　　【　令和　5　年度　】
担当課・外部検証委員の評価　　Ａ：このまま継続　　Ｂ：改善・見直し　　Ｃ：廃止・終了

あ い う え お か き く け こ さ し す

指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

A

このまま
継続

①環境保全活動、ボランティア活
動、ワークショップを通じて各地区
の美化活動の意識が高まったこと
により、目標値を上回ることができ
た。引き続き、町内景観の保全活
動を町全体で行う仕組みづくりを
進める。

②KPIは未達成だったが、前年対
比で1,448人の増となり、順調に推
移している。引き続き町外会員＝
関係人口の増加に努める。

③イベント開催月には新たに
LINEでの配信や県での広告配信
等を行ったこともあり特にアクセス
が増えており、目標値を大きく上
回る実績だった。引き続き有効な
情報発信に努め、移住者や関係
人口の増加を目指す。

④次頁【花のまちづくり事業】の検
証結果に同じ。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

資産
形成
／
72

【ランドスケープ計画推進事業】
ランドスケープ評議会、各団体、
地域と連携を深める中で、実施
計画へ向けての詳細な検討と調
整を行う。各地区の景観保全や
美化活動の意識啓発ため、各地
区で説明会・景観まちづくりワー
クショップ・学校教育との連携に
よる農業体験学習・農村景観の
美化活動を行うなど、町内景観
の保全活動を町全体で行う仕組
みづくりを進める。

【担当課：建設課】

■ランドスケープ計画推進事業
・益子地区、田野地区、山本地
区、小宅地区でワークショップを開
催し、3月にランドスケープ計画推
進委員会を開催した。

【事業費】7,612,000円
委託料

B

改善・
見直し

全7地区の各代表と各分野の専
門家によるランドスケープ計画推
進委員会を開催した。また、地域
づくり活動の意識・機運を高める
ため、4地区でワークショップを開
催した。今後はランドスケープ計
画推進委員会を通して、各地区
の問題点と解決方法を共有し、町
内景観の保全・育成を町全体で
行う仕組みづくりを進める。

A
このまま

継続
1委員

B
改善・
見直し
4委員

・努力と成果が認められるため。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

20,388,987

①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

①2,789人

②16,400人

③6,903件

④79,000人

①2,863人

②11,140人

③9,764件

④104,094人

ランドスケープ計画を核とした地域の担い手・関係人口創出事業のKＰＩに関する検証 →
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地方創生関連事業に関する実績検証資料　　【　令和　5　年度　】
担当課・外部検証委員の評価　　Ａ：このまま継続　　Ｂ：改善・見直し　　Ｃ：廃止・終了

あ い う え お か き く け こ さ し す

指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

経営体
／
82
・

暮らし
／
37

【関係人口創出事業】
里山風景の維持・継承活動へ参
加するツアーを開催し、町内の
キーパーソンと交流し、継続的な
参加者を拡大すると共に、町内
の受入先の自主的なツアー企
画・運営を促し、翌年度以降の
自走につなげる。

【担当課：企画課】

■関係人口創出事業
・里山風景の維持活動をはじめと
した地域活動に興味を持ってもら
い新たな関係人口創出を図るた
め、東京圏在住者向けにワーク
ショップを開催した。
・上記イベント及び今後の情報発
信に向けて町内在住者６名にイン
タビューを実施した。インタビュー
内容は移住情報誌に掲載し、県
外施設やｲﾍﾞﾝﾄ等で配布した。
・移住検討者が町内のｷｰﾊﾟｰｿﾝと
交流する機会等を設けるｵｰﾀﾞｰﾒ
ｲﾄﾞ型の町内ﾂｱｰを開催した。
・実績（回数・参加人数）
ワークショップ・・・１回・14人
ツアー・・・４回・８人

【事業費】1,328,000円
委託料・報償費

A

このまま
継続

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟでは、身近なテーマとし
て「私にとっての「ちょうどいい暮ら
し」」について参加者同士の意見
交換や町の魅力紹介を行い、町
との接点をつくるきっかけづくりが
できた。
ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞﾂｱｰについては、利用
者が移住につながったケースもあ
り、引き続き実効性のあるツアー
が企画できるようｷｰﾊﾟｰｿﾝの確保
等の準備や、制度周知に努めて
いく。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

暮らし
／
37

【ワンストップ窓口・WEBサイト関
連経費】
2年間で蓄積されたノウハウや前
年度のマーケティング調査を踏
まえ、移住サポートセンターや移
住関連情報ワンストップサイトで
は、よりニーズに沿ったサービス
を提供することで、リピーターの
増加と新たな参加者の獲得を図
るとともに、本町での暮らしの魅
力を伝える冊子を新たに作成
し、町内施設や東京圏のイベン
ト会場等で広く配布することで、
関係人口や移住希望者の創出
を図る。

【担当課：企画課】

■ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口・WEBｻｲﾄ関連経
費
・昨年度に引き続き、道の駅ましこ
内に移住ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰを設置・運
営するとともに、移住関連情報等
のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｲﾄを運営し、相談対
応・情報発信を行った。また、本町
での暮らしの魅力を伝える移住情
報誌を新たに作成し、県外施設や
ｲﾍﾞﾝﾄ等で配布した。
・東京圏在住の20～30歳代や、住
まいづくり奨励金等の交付者への
ｱﾝｹｰﾄ調査を行った。
・相談件数（R５）
【道の駅：95件】【役場：35件】【イ
ベント：38件】

【事業費】2,189,935円
消耗品費・燃料費・通信運搬費・
委託料・車両ﾘｰｽ料・移住ﾌｪｱ負
担金・ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｲﾄ賃借料等

A

このまま
継続

窓口での移住相談件数は、昨年
度に比べると2割程度減少した
が、移住ｾﾐﾅｰ等のｲﾍﾞﾝﾄ時も含
めた相談件数は1割減以内にとど
まった。また、ｺﾛﾅ禍前の窓口相
談件数は90件前後であったため、
高水準を維持できているといえ
る。
引き続き移住情報誌配布による
情報発信、移住相談やｵｰﾀﾞｰﾒｲ
ﾄﾞﾂｱｰによるきめ細やかな対応に
努めるとともに、関係人口創出事
業の実施や町内受入団体の育成
により、関係人口の創出を進めて
いく。

※参考：相談件数（R４）
【道の駅：116件】【役場：44件】【イ
ベント：23件】

A
このまま

継続
5委員

・地道な努力によって、成果が出
ると予想される。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

暮らし
／
44

【花のまちづくり事業】
2年目のマーケティング調査結果
に基づいた策定プランの実現を
進める。
前年の収益化の実装のPDCAサ
イクルの見直し。

【担当課：生涯学習課】

■花のまちづくり事業
・菜の花･桜、ひまわり、ｺｽﾓｽの3
大花祭りでは、昨年度はｺﾛﾅ禍の
影響もあり、駐車場及び簡易的な
展望台設置のみ行ったが、本年
度はコロナ前と同様に物販やｽﾃｰ
ｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ等も実施した。
・町民のつどい時に花ﾌｪｽﾀ2023
を行い、町内産の花の展示を実
施した。
・花いっぱいｺﾝｸｰﾙを開催。一般
の部17団体、学校の部10団体参
加。

【事業費】9,259,052円
花のまちづくり実行委員会交付金

A

このまま
継続

コロナ禍から回復し、3大花祭りの
イベントを以前のように開催し目
標値を大きく上回る来場者数と
なった。
ひまわり祭においてもは、野木
町、上三川町と連携して開催する
ことができた。
令和6年度からは、事業自体を観
光商工課に移管し、更なる収益化
の検討を行う。

A
このまま

継続
5委員

・地域団体との連携がよくとれた
結果としての成果であると思う。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

【再掲】
①2,863人

②11,140人

③9,764件

④104,094人

【再掲】
ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
20,388,987

【再掲】
①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

【再掲】
①2,789人

②16,400人

③6,903件

④79,000人
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指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

B

改善・
見直し

①ECサイトについては、引き続き
内容の充実を図る。

②については、現段階では本年
度実績値が捕捉できないため、今
回は検証せず。

③については、３年に１回の益子
焼統計の値を指標としているた
め、今回は集計していない。
【参考、R4】リアル陶器市を開催し
たものの、新型コロナウイルス感
染症の影響から観光客入込数の
伸び悩みもあり、益子焼販売額の
目標値達成はかなわなかった。今
後も消費者の購買意欲を刺激す
るような新商品の開発に引き続き
取り組み、販売額の増加に繋げて
いきたい。

④野菜の減産は全体的な傾向で
ある。安定的な需要確保のため、
個人需要の喚起に取組んでいく。

A
このまま

継続
1委員

B
改善・
見直し
4委員

・ECサイトのアイテム数が少ない
と思われるので、原因を追究し、
さらなる事業推進を図る必要があ
る。

・東日本大震災以降、人々の食
器等に対する考え方が変わった
という人達が多く見られる中、陶
器の販売数を伸ばすのは大変だ
と思うが、頑張ってほしい。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし

産業
／
53

【「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト販売促進等事業】
「ましこマーケット・クラフト」サイト
について、高額な販売品の売上
が向上するための、写真の表示
方法を見直し、販売品の詳細な
部分をアップで見る事ができる
詳細な追加や販売品を回転させ
て全方向から見る事ができる機
能の追加、現実的に購入する予
定のものを自分の部屋等に表示
して見ることができるAR等の導
入を行う事業

【担当課：観光商工課】

■「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト販売促進等事業
・サイトについて、町内事業者と連
携しサイトの目玉となる商品の開
発を行った。さらに販売強化に向
け、InstagramでのPRを実施した。

【事業費】3,000,000円
交付金

A

このまま
継続

サイトの目玉となる商品を開発し、
SNSでの広報を行ったことにより、
サイトとSNSの連携を強化すること
ができた。今後開発した商品をも
とに販売促進に繋げていきたい。

A
このまま

継続
5委員

・商品数の充実のため、道の駅ま
しこで扱っている商品の中でサイ
ト販売できるものはどんどん増や
した方がいいと思う。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし

産業
／
53
・

産業
／
56

【「ましこマーケット・フード」サイト
販売促進等事業】
「ましこマーケット・フード」サイト
について、令和4年度に実証を
行った生鮮食品（露地野菜・西
洋野菜）等の販売について、出
荷者からの商品の受領、在庫管
理、保管、購入者への配送等、
一連の販売事務が一定数の注
文に耐えられるようにするため、
保管庫や流通のための態勢整
備等をする事業。

【担当課：観光商工課】

■)「ましこマーケット・フード」サイト
販売促進等事業
・サイトについて、販売促進に向け
たデータ分析、戦略コンサルティ
ングを実施した。

【事業費】500,000円
交付金

A

このまま
継続

サイトのデータ分析に基づく戦略
的なマーケティング、継続的な
データ分析に向けた態勢を整備
することができた。今後も継続的
にデータ分析を行っていく。

A
このまま

継続
1委員

B
改善・
見直し
4委員

・データ分析を行い、分析に基づ
いた事業体制の整備を行ってい
くべきである。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし

購買手法の変化
に対応するため
の「独自モール型
ECサイト」を核とし
た産業支援計画

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

8,300,000

①「ましこマー
ケット」販売手
数料
0万円

②町内総生産
額
538億円
（H29）

③益子焼総販
売額
23.0億円（R1）

④市町村別農
業算出額
34.0億円
（H30）

①449万円

②559億円
（R3）

③25億円
（R4）

④36.6億円
（R4）

①46万円

②＿億円
（R3）
（R2は507億
円）

③20億円
（R4）

④29億円
（R4）

購買手法の変化に対応するための「独自モール型ECサイト」を核とした産業支援事業のＫＰＩに関する検証 →
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指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

産業
／
53

【ECサイトを契機とした観光客誘
引事業】
「ましこマーケット」の売上データ
を分析し、消費者動向と売上が
伸びた商品の傾向と対策の洗い
出しを行い、販売促進のための
データ作成と顧客の消費が増え
る仕掛けや、そのための施策の
立案や制度設計を行う。加え
て、ECサイトを契機として益子町
に実際に足を運んでもらう為に、
益子のイベント情報の告知や購
入者がマシポカード（益子町町
内共通ポイントカード）の会員に
なってもらう施策、メルマガ・SNS
だけでなく公式アプリの開発等も
行い、従来の観光客とは属性の
異なる、ECサイトの顧客を新た
な観光客として誘引する事業。

【担当課：観光商工課】

■出店者フォローアップ事業
・サイトのデータ分析を行い、ター
ゲットを選定した上でSNSでの
マーケティングを実施した。
Instagramでの広告に力を入れ、
アンケートによる分析を行った。

【事業費】3,500,000円
交付金

A

このまま
継続

データ分析からターゲットを選定
し、ターゲットにあったSNSでの投
稿や広告キャンペーン等マーケ
ティングを行ったことにより、観光
客誘引へ繋がった。今後もター
ゲットに相性の良いSNSでのマー
ケティングを行っていく。

B
改善・
見直し
5委員

・ECサイトをさらに充実させ、EC
サイト、SNSプロモーション、観光
客誘引の3つを連動させる必要が
ある。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし

産業
／
43

【新商品開発のための人材育成
事業】
益子町の陶芸家に対して、国内
外の優れたアーティスト（工芸作
家）を招聘し、その技法を学ぶ
ワークショップを行う。益子町以
外で活動しているアーティストを
講師に迎えることにより、益子の
粘土や釉薬等の魅力・特性を生
かした新たな視点に触れることが
でき、益子町の陶芸家のレベル
アップを図り、新商品の開発に
つなげていく。
事業3年目は、1年目、2年目の
アーティストによる事業成果を分
析検証し、より効果が期待できる
アーティストを選定し事業を実施
するとともに、成果を公開する展
示を行う。

【担当課：観光商工課】

■新商品開発のための人材育成
事業
・国内陶芸家（アーティスト）2名、
国外陶芸家（アーティスト）１名に
よる事業を実施。町内陶芸家のレ
ベルアップを図るワークショップや
講演会を行い、その内容について
は動画を作成しWEB上でも公開し
た。また、滞在アーティスによる成
果を公開する展示も行った。

【事業費】1,300,000円
（交付対象事業費1,330,195円のう
ち1,300,000円に充当）
委託料

A

このまま
継続

アーティストによる事業実施時に
栃木県窯業技術支援センターの
生徒に協力を得る機会を設けたこ
とで、町内の若手陶芸家に対して
効果的にアピール、参加を促すこ
とができた。
引き続き、若手陶芸家への育成
に繋がる事業を進めていくととも
に、陶芸（工芸）以外の人、分野と
も関係を持ち連携することで相乗
効果となるように事業を進めてい
く。

A
このまま

継続
4委員

B
改善・
見直し
1委員

・益子焼の伝統を後世につなげる
よう若手作家の育成は大切である
し、さまざまな分野との連携で新
たな市場開拓を期待したい。

・新商品開発するためデザインは
非常に大切な要素である。デザイ
ンを学ぶ機会があるといいと思う。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし

【再掲】
①449万円

②559億円
（R3）

③25億円
（R4）

④36.6億円
（R4）

【再掲】
①46万円

②＿億円
（R3）
（R2は507億
円）

③20億円
（R4）

④29億円
（R4）

【再掲】
購買手法の変化
に対応するため
の「独自モール型
ECサイト」を核とし
た産業支援計画

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
8,300,000

【再掲】
①「ましこマー
ケット」販売手
数料
0万円

②町内総生産
額
538億円
（H29）

③益子焼総販
売額
23.0億円（R1）

④市町村別農
業算出額
34.0億円
（H30）
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重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

益子町地区別戦
略策定支援計画

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

経営体
／
86

【地区別戦略策定支援事業】
地区別戦略策定支援業務
・前年度の事業成果の補足と最
新の人口動態把握のため、改め
て区域ごとに人口動態の現状分
析と将来推計を行う。
・地区別戦略の策定に向け、地
域住民の理解を得ながらモデル
地区の選定を行い、地域住民と
ともに地域の強み・弱みを把握
し、強みを生かした持続可能な
地域づくりに向けた取組を考え
るワークショップ等を行うなど、地
区別戦略づくりを支援する。
・並行して、戦略策定の意義や
優良事例の紹介等を行うと共
に、次年度のモデル地区の募集
を行う。

【担当：企画課】

■地区別戦略策定支援事業
・人口データ等の集約・整理
・地区人口の現状分析、将来予
測、定住増加シミュレーション
・自治会長合同研修
・地域おこし協力隊へのヒアリング
・大羽地区地域懇談会（3自治会
合同）の開催
・大羽かわらばん発行

【事業費】6,872,419円
委託料

6,872,419

①人口の社会
動態（20～30
歳代）
△120人

②地区別戦略
策定数（単年
度計）
0件

③20～30歳代
の移住者数
（単年度計）
0世帯

④自治会加入
世帯の割合
70.62％

①△65人

②2件

③20組

④70.82％

①△61人

②0件

③14組

④69.11％

B

改善・
見直し

①前回に引き続き、東京圏への
一極集中の改善傾向と若年外国
人労働者の流入の増加により、目
標を達成できた。引き続き第3期
未来計画に沿った施策を総合的
に展開していく。
②自治会長への周知などの地固
めに引き続き注力しつつ、大羽地
区で３自治会合同の地域懇談会
を実施した。新たな課題等の抽出
ができ、機運も高まってきたが策
定までは至らず、KPIが達成でき
なかった。次年度以降は大羽地
区の引き続きの支援と新たな地区
での話し合いの場づくりを行う。
③住まいづくり奨励金などで支援
を行っているが、ＫＰＩ達成には至
らなかった。引き続き支援するとと
もに、大羽地区に関する暮らしの
便利帳の作成や、３月に作成した
パンフレット等により移住定住を促
進する。
④自治会活動の参加を希望しな
い世帯が増えたことなど、退会者
や未加入者の増加を食い止め切
れなかった。自治会加入の情報
発信等により、自治会や地域づく
り活動への参画に対する意識高
揚を図る。

A
このまま

継続
1委員

B
改善・
見直し
4委員

・高齢者の自治会退会対策や若
い世代の加入を促進するための
魅力の発信など、町全体での取り
組み見直しも必要だが、各自治
会ごとに検討してもらうことも必要
ではないかと思う。

・若年外国人労働者は今後も増
えることが予想できる。外国人の
益子町定住についてのニーズや
問題点の把握、今後の施策につ
いて検討してみる価値があるので
はないか。

・数字的には目標を達成していな
いが、努力によってこの数字まで
到達したと考える。

・自治会活動がコロナ禍の影響に
より低迷し、いまだ続いている。自
治会も役場と協力し地域づくり活
動の推進を積極的に進めてほし
い。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし
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重要業績評価指標(KPI)
担当課の検証　①

ＫＰＩに関する検証については、
計画申請課が総括

外部検証委員の検証
地域再生計画名

地方創生
関連制度名

分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

3,513,000
地域商社を核とし
た加工拠点整備
計画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

産業
／
55

【益子町地域振興拠点施設（加
工施設）整備事業】
地域の特産品であるりんごやな
し、ぶどう、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰといった多
様な果樹や野菜を活用し、民間
業者、金融機関、町の出資によ
り設立した地域商社（㈱ましこｶﾝ
ﾊﾟﾆｰ）を核として、多くの顧客ﾆｰ
ｽﾞに対応する高付加価値商品
や、保存期間が長く、加工も容
易で町のﾌﾞﾗﾝﾄﾞとなる商品の創
出と、今後需要が見込まれる一
次加工受託商品の製造が可能
な食品加工施設を整備すること
により、地方創生における課題
の解決とその受け皿となる地域
商社の経営基盤強化を図る。

【担当課：農政課】

■指定管理運営業務
【事業費】3,513,000円

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

益子町 起業支援
施設「チャレンジ
ショップ」整備計
画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

および

備品購入は
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

産業
／
52

【益子町 起業支援施設「チャレ
ンジショップ」整備事業】
・最初から独立店舗での開業が
難しい事業者に対し、町所有の
建物を改修し、低額な家賃で2
年間貸し出すことにより、起業・
経営ﾉｳﾊｳを習得し、賃借期間
終了後に町内空き店舗等にて
独立開業する事業者を育成し、
空き店舗の活用、商店街の活性
化 、事業者の定住を図る。

【担当課：観光商工課】

■チャレンジショップ運営

【事業費】18,250円
報償費、賃借料

18,250

①本施設整
備・稼働後の
空き店舗の年
間利用件数
0件

②本事業利用
者の起業支援
補助金利用件
数
0件

③本施設利用
者の町内での
独立開業件数
0件

①本施設整備
により新たに
製造・開発さ
れた商品数
0点

②本施設整備
により製造・開
発された商品
の販売増加額
0千円

③本施設整備
により新たに
雇用した雇用
者数
7人

①50点（累計）

②20,297千円

③18人（累計）

①39点（累計）

②50,851千円

③18人（累計）

A

このまま
継続

①KPIに届かなかった理由は、現
行商品の売れ行きが好調で製造
に時間・人・場所が取られてしま
い新たな商品の開発が遅れ気味
となってしまったため。今後は製
造の一部の作業を外注するなど
し、商品開発のための時間・人・
場所を確保して行く。
また、増設・新設の検討も必要と
考える。

②販売額は施設整備以来、好調
に伸び続け、当初の目標を大きく
上回った。好調に売れ続けている
一般消費者向け商品の他、企業
向けの原材料の売り上げも大きく
伸びている。さらに販売額を伸ば
すには、加工施設の時間・人・面
積の限界があることから、製造作
業の一部を外注するなどｷｬﾊﾟｼ
ﾃｨｰｵｰﾊﾞｰへの対策が必要。また
主たる売り場である道の駅の売り
場面積だけでは限界があるので、
ふるさと納税、ネット販売の他、新
たな販売手法を探って行く。

③目標値を達成したが、引き続き
適正な人員を確保出来るよう務め
て行く。

A
このまま

継続
5委員

①6件（累計）

②2件（累計）

③1件（累計）

①4件

②１件

③１件

B

改善・
見直し

①コロナ禍だったR3～R4は計画
を下回ったが、5年度中増加分は

計画通りであった。

②チャレンジショップの第１期利
用者が、近隣空き店舗で独立開
業した際に利用したため１件で

あった。

③空き店舗情報を所有者向けア
ンケートにより把握し、独立開業

につながった。

現利用者の町内独立開業に向け
支援するとともに、制度の周知を

図る。

B
改善・
見直し
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

6/6


